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道徳性を高めるための 総合単元的な 道徳学習の展開の 工夫 

一 「 5 旬水泳単元の 学習を通して 一 

浦添市立神 森 小学校教諭 伊計 義治 

[ 要 約 ] 

この研究は，水泳単元の 学習と道徳の 時間の学習との 関連を図る総合単元的な 道徳学習の展開を 丁 失 する 

ことで道徳性を 高めようとするものであ る。 道徳学習において ，体育科における 水泳単元の学習を 体験の場 

ととらえ，道徳の 時間で道徳的実践 力 を育成し水泳学習で 道徳的実践が 行われるよ う に展開を試みた。 その 

結果，道徳的実践 力と 道徳的実践の 指導が相互に 響きめ れ 道徳的価値が 深められ，子どもが 主体的に課題に 

取り組み道徳性が 高められ実践化につながった。     口 総合単元的な 道徳学習 口 体験的な活動 口 意識の連続性 ロ内面に根ざした 道徳性 
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多くは自分自身との 関わりにおいての 勇気・努力， 

集団・社会との 関わりにおいての 公徳心・規則尊重 

の面の道徳的心情，判断力はそれぞれ 育っていると 

考えられる。 しかし，それが ，道徳的実践に 結ぴっ 

かな い 面がみられる。 

浦添市の中学校 1 年の道徳性検査結果の 実態によ 

ると，自分自身との 関わりにおいて 個性伸長は全国 

平均と比べてプラスを 示しているが 強い意志や自主 

自立はマイナスを 示す傾向にあ る。 つまり自分をよ 

くしたい，向上したいという 気持ちは強いがそれを 

実現するための 努力が不足していると 考えられる。 

また，規範意識においても ，マイナスを 示している。 

この 2 つの結果から ，本学級の子ども 達の道徳性 

が 内面に根差してなく 将来道徳的心情，判断におい 

て好ましくない 傾向になる可能性があ る。 本校の道 

徳教育の重点目標にも 規則尊重，勇気・ 努力の価値 

項目が取り上げられている。 

これらの課題を 解決しょうと 道徳の時間で 取り組 

んだが，期待するほど 充分な変容が 見られなかった。 

それは，道徳の 時間のねらいとする 価値と関連する 

活動と道徳のねら れ とする価値についての 子どもの 

意識が連続するように 計画的，発展的に 単元を構成 

することが不十分であ ったため指導が ，道徳の時間 

その場だけになってしまい 価値の意識について 連続 

していなかったのではないかと 考えた。 

そこで・総合単元的な 道徳学習の展開を 工夫するこ 
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とにした。 

学校教育全体において ，内面に根差した 豊かな道 

徳性の育成につながる 体験の場と機会を 積極的に設 

けていくことが 大切ではないかと 考え，今回は ，体 

育科における 水泳単元の学習を 体験の場ととらえ ，道徳 

の時間で道徳的実践 力 を育成し水泳学習で 道徳的実践 

が 行われるよ う に展開を工夫することで 道徳的実践 力と 

道徳的実践の 指導が相互に 響きあ い道徳性が高められ 

るのではないかと 考え本主題を 設定した。 

Ⅱ 研究目標 

道徳学習において 道徳性を高めるために 水泳単元 

の学習との関連を 図る総合単元的な 道徳学習の展開 

を 工夫する。 

If  研究仮説 

Ⅰ 基本仮説 

道徳学習において 水泳単元の学習との 関連を図る 

総合単元的な 道徳学習の展開を 工夫すれば，道徳性 

を 高めることができるであ ろう。 

2  作業仮説 

仮説 1  道徳の時間の 事前指導，事後指導を 重視す 

ることにより ，ねらいとする 価値の意識の 

連続が図られるであ ろう。 

仮説 2  水泳学習に水泳学習カードを 活用し毎時間 

目標設定し反省することにより ，道徳的価 

値を意識して 主体的に活動し 目標を達成し 

ょうとする意欲が 高まるであ ろう。 

仮説 3  教科，単元，領域を ，学級活動の 時間， 水 

泳 ，道徳の時間，水泳，学級活動の 時間の 

順で内容構成し ，水泳 学 習という体験活動 

を通す中で道徳の 時間を設定し 展開すれば， 

道徳的価値が 内面化し，道徳性が 高められ 

実践できるであ ろう。 

Ⅳ 研究内容 

1  総合的な道徳学習の 意義 

総合単元的な 道徳学習は ， 次のような効果が 期 

待される。 

(1) 子ども 主 休の道徳学習を 展開できる可能性が 

大きい。 領域的に広く ，時間的に余裕のあ る 

枠の中で ， 子どもが主体的に 課題に取り組む 

ことができる。 

(2) 教科・領域における 道徳教育の一層の 推進を 

図ることができる。 

(3) 道徳的実践力 め 多面的な育成を 図ることがで 

きる。 

2  総合単元的な 道徳学習の構想 

総合単元的な 道徳学習を構想する 場合には，ま 

ず，ねらいに 関 ねる道徳性の 育成がどのような 

場で行われるのかを ，全体にわたって 把握して 

おかなければならない。 その際，次のような 点 

に配慮して全体構想を 立てることが 必要であ 

る 。   
" ノ 

(1) 学級の道徳性の 発達の実態 ( 道徳性適性検査 

から ) 

(2) 学校の教育目標や 道徳教育の重点、 目標との 関 

連を図る。 

(3) 道徳の時間のねら い とする価値から 総合単元 

の目標を設定する。 

(4) 道徳の時間と 各教科，特別活動，他の 教科と 

の関連を図る。 

( つ 道徳的実践 力 を育成する道徳の 時間を中核 

として構成する。 

3  総合単元的な 道徳学習の手順 

(1) 学校・半年 ( 学級 ) の道徳重点目標や 子ども 

の実態からくる 課題に即して 総合主題と目標 ノ 

を 設定する。 

(2) 道徳の年間指導計画から ，指導 名 ，ねら れ ， 

資料名等を確認するとともにねら れ の発展性 

を再確認する。 

(3) 教科，道徳，特別活動， 他 教育活動において 

関連する学習を 選択，配列し ，総合単元的な 

道徳学習の指導計画を 作成する。 

(4) 道徳の時間にこれらの 教育活動をどう 活かし 

ていくか構想し ，指導案を作成する。 

(5) 道徳の時間に ，道徳的価値の 自覚を深める 字 

習を行うことによって ，各自の問題意識や 課 

題意識の追求が 主体的にできるように ，支援 

する。 

ワソ   一 2 一 



(6) 道徳の時間の 後に，各自が 自己課題とした 事 

柄について，より 主体的に追求していける 場 

を設けることによって ，その後の学習がより 

子どもを主体とした 道徳学習として 発展して 

いくようにする。 

4  水泳学習カードを 道徳に生かす 

水泳学習カードを 作成し，毎日 き 間の目標設定や 

学習の反省ができるようにする。 反省項目に道 

徳 的価値を含んだ 項目を入れる。 水泳学習カー 

ドを活用することで 毎時間の記録ができる。 学 

習カードを通して ，教師は診断し 指導できる。 

( 添付資料参照 ) 

（・ 5  道徳の時間と 事前指導，事後指導 

事前指導において ，道徳の時間のねらいに 含ま 

れる道徳的価値に 関する事柄について ，教科等 

認識を広げる。 それをふまえて ，道徳の時間で 

は，道徳的価値の 自覚深めて白らの 課題を実践 

しょうとする 力 ( 道徳的実践 力 ) を育成し，事 

後の指導として ，教科等に発展させ ，実践 ( 行 

動 ) の形成を図ることにより ，心と行為 ( 実践 ) 

の一体化，統合を 図る。 

6  単元の内容構成 

体育科における 水泳単元の学習を 体験の場とと 

らえる。 学級活動で道徳的価値を 自覚し，水泳 

学習でそのことを 体験し，道徳の 時間で道徳的 

価値を深め実践 力 を育成しする。 そして水泳学 
  

習をする中で 道徳的価値の 内面化を図り 次への 

意欲にっながり 道徳的実践が 行われるよさに 単 

  

Ⅰ 

2 

3 

3 一 

元構成をする。 

V 指導の実際 

総合主題名 

「きまりを守って ， 自らの目標達成に 挑戦する 

水泳学習」 (5 年 ) 

総合主題設定理由 

指導内容 4 一 (2) 規則尊重は ， 他の人ととも 

に生きることであ り，人間愛が 根底にあ る。 

規則やきまりを 守らないと集団生活への 適応を 

欠き，人間関係がうまくいかない 原因にもなる。 

1 一 (2) 勇気・努力は ，具体的な目標を 立て， 

その実現にっとめることの「過程」にこそ 生き 

がいがあ るのであ り，より高い 目標への努力は ， 

さらにそのことを 強める。 「高きを求める」こと 

は，自らの貴さを 増すことであ り，積極的に 生 

きようとすることであ る。 

本学級の児童は ，道徳性検査によると 規則尊重， 

勇気・努力の 面の道徳的心情，判断力は ， 育っ 

ていると考えられるが 道徳性実践に 結びつかな 

ぃ 面がみられる。 

そこで，水泳単元の 学習において 総合単元的な 

道徳学習の展開を 工夫することで 道徳性高まる 

だろうと考え ，本主題を設定した。 

総合主題の目標 

自らの泳力 0 日標を達成するために ，きまりを 

守り，努力することを 通して道徳性を 高める。 
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4
 総合単元的な 道徳学習の全体構想 図 

児童の実態 学 校 教 育 目 標 日本国憲法 
教師の願い 教育基本法 
地域・父母の 願い (1) 物事を正しく 潔く考え子 学校教育法 

(2) 心豊かで，がまん 強く ，たえ ぬく子 学習指導要領 
(3) すすんで体をきたえる 子 教育関係法規 
(4) 郷土に誇りと 自覚をもつ 子 社会の要請 

  道徳教育の目標 
  思いやりがあ り，品位のあ る子どもを育成する   

道 徳 教 育 の 重 点 目 標 
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  各教科の指導 特別活動 他の教育活動の 指 導   
  

        4@ 々 @ こ育 学級活動 Ⅱ常の指導 
  ( 朝の会・帰りの 会 ) 
  ( 係り活動・当番活動 ) 
  

  

      知識・思考・ 判断を中心にして 意欲・態度を 中心にして 
    

  

  
  
  道 徳 の 時 間 の 指 導 
      補 充，深 化，統 合 

  
  

ねら い とする価値への 高揚 
    

  

  
内面に根ざした 道徳的実践 
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5
 その他の教科領域との 関連 

教科等 題材・主題名 

第 Ⅰ 次 学級活動 水泳学習について 

( 帰りの会 ) 

事前指導 

第 2 次 体育 ス戦 k"" 弦 

事前指導 

第 3 次 ョ % 千恵 通り抜け禁止 

第 4 次 体育 ァれ氷 火 "" 

第 5 次 道徳 字 が書きた い 

次
 

6
 

事
 
7
 
き
笘
芋
旨
導
 

第
 

 
 

体育 

学級活動 

    火 ""   

水泳学習を 

振り返って 

 
 

 
 

ら
 

ね
 

 
 

水泳の心得，きまりをまもって 安全に水泳 

をしようとする 態度を育てる。 また，目標 

もって水泳に 取り組もうとする 態度を育て 

る。 

水泳の心得，きまりを 守って安全に 水泳を 

したりすることができるようにする。 

自己の能力に 適した課題をもちクロール 及 

び平泳ぎの技能を 身につけ続けて 長く 泳く 

ことができるようにする。 

規則を尊重しょうとする 心情を育てる。 
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向上する意欲をもち ，学習や仕事に 励も う 

とする心情を 育てる。 

水泳の心得，きまりを 守って安全に 水泳を 

したりすることができるようにする。 

自己の能力に 適した課題をもちクロール 及 

び平泳ぎの技能を 身につけ続けて 長く 泳 く 

ことができるようにする 
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6  道徳の授業 

6 一 I 

(1) 主題名， 約束や社会のきまりを 守る心 

(2) 資料名 「通り抜け禁止」 

(3) 主題設定の理由 

① 価値観 

規則やきまりは ，社会の秩序を 守り ， 人々 

が円滑に生活していくために 必要なもので 

あ る。 規則やきまりを 守ることは，社会の 一 

員として最低の 条件であ る。 このことによ 

って，われわれの 生布や権 利などが守られ ， 

また社会が維持され 発展していく。 

一 5 一 
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規則やきまりは ，個人の生活を 束縛するた 

めのものではない。 むしろ，年齢，性差， 

価値観などの 異なる様々な 人々の集まりに 

おいて，規則やきまりは ，個々の人々が 平 

等に自由に活動できることを 保証する機能 

を果たしている。 なお，規則やきまりは 絶 

射 的なものではなく ，よりよい社会のため 

に変えていくことができるものであ る。 

② 児童の実態 

規則尊重に関する 学級の道徳性検査の 結果 

は以下のとおりであ る。 

  
ひさしぶりに 雨があ がり，よい天気になりました。 休み時間になると ，信男君たちは 

早く外で遊 び たくて，みんな 校庭に向かって 走りだしました。 だれかが，「ろ う かを 走 

っち やいけないんだぞ。 先生にしかられるよ。 」と言いました。 
ア その言葉を聞いたとき ，信男君は，どのような 気持ちになったでしょうか。 

( ア ) こんなときに 歩いてなんかけられないよ。 (  0) 
( イ ) 少しでも早く 遊びたいけれど ，走るのはやめようかな。 (  9) 

どあ 走そウェ っ う てだ ｜ よ いろ ー ラ オ なか いを 走 と いる うの 気は い も すけ るな けい れは 走りたくなるなあ へりⅠⅠー 1 / 
イ
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光雄君は，学校の 図書館から，みんなも 読みたがっている 本を，来週の 月曜日までの 
期限で借りてきました。 ところが，前日の 日曜日の夜になってそのことを 思い出しまし 
たが，まだ半分も 読んでいません。 一度返すと，次に 借りるまでにかなり 日数がかかり 
そうです。 
ア その時光雄君は ，どんな気持ちだったでしょうか。 

( ア ) 続けて借り出せるよ う に，明日，係にたのみこんでみようかなあ 。 (4) 
( イ ) 最後まで読みたいけれど ，返さなくてはなあ 。 (2  6) 
( ウ ) 係からさいそくされるまで ，しばらくだまって 借りようかなあ 。 (  0) 
( ェ ) 「持ってくるのを ね すれた。 」と言って，明日まで 借りておこうかなあ 。 

(  1) 

(2@ 1) 
(  5) 
(  4) 

ィ 月曜日の朝，光雄君は 本を返すことに 決めて，学校へ 出かけました。 
そのとき，光雄君は ，どんなことを 考えていたでしょうか。 
( 力 ) この本を読みたくて 待っている人に 迷 わ くをかけてはいけない。 
( キ ) 本を返す日が 決められているのだから 仕方がない。 
( ケ ) 本の貸し出しの 期間をもっと 長くすればいいのに。 

26 

児童は，学校や 社会には，守らなければな 

らない，規則やきまりがあ ることは知って 

いる。 しかし日常の 活動を見ると ，安易に 

規則やきまりを 破ることも多い。 また， 規 

Ⅲやきまりは ，自分たちの 活動を拘束する 

ものとして反発をもつ 場合もあ る。 このよ 

う に規則やきまりは 守らなけれはならない 
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ことは知っていても ，その意義を 理解し突 

賊 するまでに至っていないのが 実態であ る。 

③ 資料について 

友人の忠告も 聞かず，自分たちの 都合で通 

行やぶりをしている 美奈といずみ。 あ げく 

のは社会のきまりまで 破り，まねをしたド 

級 生は事故にあ う。 自分自身も親せきの 人 
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(6)  事前指導 安全に学習できるようにする。 

① 学級活動で．水泳の 心得．きまりを 守って 安 ③ 水泳学習カードで ，安全に気をつけて 学習に 

全 に水泳学習をするための 話し合いをする。 取り組めたかどうか 反省をする。 ( 毎時間 ) 

② 水泳学習で，水泳の 心得，きまりを 守って (7) 事後指導 
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①道徳の時間で 学習したことを 生かし安全に 水 

泳学習ができるようにする。 

② 水泳学習カードで ，安全に気をつけて 学習に 

取り組めたかどうか 反省をする。 ( 毎時間 ) 

③水泳単元の 学習を振り返っての 感想をきく。 

6 一 2 本時の授業 

(1) 主題 ネ ・ 努力の大切さ 

(2) 資料名 「字が書きた い 」 

(3) 主題設定の理由 

①価値観 

日々の生活をより 充実させるのに 我々は ， 

常に新しい目標を 立て，それに 向かって行 

動しょうとする。 どんな目標も 粘り強い意 

志 とたゆまぬ努力がなければ ，達成は不可 

能 であ る。 しかし，一つの 山を乗り越えた 

とき，自信を 得，精神的にも 成長して，更 

に高い山を日指して 充実した日々を 送ろう 

とする意欲が 高まる。 

高学年としての 自覚をうながすべきこの 機 

に，ものごとに 粘り強く取り 組み，初志を 

貫く意志と態度を 育てることは ，特に大切 

であ る。 

②児童の実態 

勇気・努力に 関する，学級における 検査の 

結果は ，以ド 0 通りであ る。 

づ 
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ア 康子さんは， 今 どのような気持ちでいるでしょうか。 

( ァ ) 今日は休みたいなあ 。 (  1) 
( ィ ) 走るのはもうやめた いね 。 (  0) 
( ウ )  ここでくじけたくないな。 (1  6) 
( ェ ) 少しだけでも 走ろ う かなあ 。 (1 4) イ 康子さんは， ね むい目をこすりながらも 走りました。 康子さんは，走りなが ら 

どんなことを 考えたでしょうか。 
( 力 ) 明日からはもうやめにしょ つ 。 (  0) 
( キ ) マラソン大会までは ，走ることにしよ       (1 4) 
( タ ) 一日ぐらいは 休んでもよかった。 (  3) 

( ケ )  明 Ⅱからも，しっかり 走ることにしよ う (1  4) 

道徳的 心サ 青の面では， ( ア ) ( 一 1), ( イ ) 体 09, 7% になる。 この検査からは ， 子ど 

( 一 2 ㍉ ( ウ ) (+2 ㍉ ( ェ ) (+ 1) とする も 達の多くは，勇気・ 努力の道徳的心情， 

と， ( ウ ) と ( エ ) で 3 0 人となりプラスの 道徳 判断力は育っていると 考えられる。 

的 心情は，全体の 9 6. 7% になる。 ( ア ) と しかし実際には ，困難や失敗に 直面すると， 

( イ ) で 1 人となりマイナスの 心情は，全体の 努力して乗り 越えるよりもそこであ きらめ， 

3 3% になる。 挫折することが 多い。 それは，「意志の 弱さ」 

道徳的判断の 面では， ( 力 ) ( 一 2), ( キ ) 「成就体験の 乏しさ」のためと 考えられる。 

(+ 1), ( タ ) ( 一 1), ( ケ ) (+2) とする このような実態から 意志を強く持って 努力 

と， ( キ ) と ( ケ ) で 2 8 人となりプラスの 道 して乗り越えることの 大切さを感じ 取らせ 

徳 的判断は，全体の 9 0, 3% になる。 ( 力 ) たい。 

と ( タ ) で 3 人となりて ィナス の判断は ，全 ③ 資料 観 
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ハ 

  

資料は，高校，大学と 器械体操を続け ，中 似 体験させることで ，その行動がいかに 大 

学校の体育の 先生になった 星野さんが， 体 変 であ るかを子どもたちに 感じ取らせたい。 

育の授業に宙返りをしていたときマットに 星野さんが実際に 絵を描いている 様子を ビ 

頭から落ちて 手 ，足など，首から 下がぜん デオ で観せて後，星野さんの 絵を提示する 

ぜん動かなくなってしまう。 ことで子どもたちに 努力の大切さを 実感さ 

星野さんは，別の 病院に移っていった 友人 せたい。 

に， 励ましの寄せ 書きを書きたいと 思 うよ (4)  ねらい 

うになり，口で 字を書く練習をして ，今で より高い日標を 立て ， 粘り強く目標を 達成し 

は 絵や詩を書き 展覧会にも出品するまでに ようとする意欲を 高める。 

なったという 実話であ る。 (5) 指導過程 

授業の中で，資料中の 星野さんの行動を 疑 

過程 学 習 活 動 主な発問と児童の 反応 指導上の留意点、 

導 価 Ⅰ水泳学習で 頑張っているこ 
直 Ⅰ とを想起する。 ，みなさんは 水泳に頑張って ・水泳学習のこと 
へ いますが，少しでも 4 年の を 想起させる。 

の方 

ときより泳げるようになり 
ましたか。 

大 同 進歩したと 思、 ぅ人 。 全然か 
つ ねらないと 思、 ぅ人 。 
ナ ｜ 

展 価 2  資料を読んで 話し合う。 
  これから，あ る人が書いた ・資料 1 を提示。 
字を見てもらいます。 

直 ィ あ なたの書く 字 と比べて， 
この字はどうですか。 

の   何歳ぐらいの 人の字だと 思 
し ) ますか。 

迫 (1) . . . のあ との星野さんの   星野さんはどのように 思、 っ 
気持ちを考える。 ていたのでしょう。 ・資料 2 を読む。 

求 (2) 星野さんの方法で へ ンを 口   星野さんの方法で へ ンを 口 
に 加えて字を書く。 に 加えて字を書いてみまし 教師がやってみせ 

よっ 。 る 。 
開局   その後，児童に 

させてみる。 
把 (3) 星野さんが絵を 描いている 

ビデオを観る。   資料 3 を提示。 
  ビデオの用意。 

(4) 星野さんが描いた 絵を見て   この絵を見てどう 思います 
握 思 、 っ たことを発表する。 か O 

3  合 Ⅱの授業で勉強したこと   今日，星野さんの 授業で 
をこれからの 水泳学習にど 勉強したことをどう 生か 

していきたいですか。 
生る つえ た ， 。 力 し て し き いかを 考 

ま 4  教師の話を聞く。 ・努力の曲線を 説明します。 
と 

，進歩は努力を 積 

め 
み 重ねたときに 
訪れることを 矢 Ⅱ 

る 

(6) 事前指導 

①学級 会で ，水泳 学 習での各自の 泳力達成目標 
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を 立てる。 

②水泳学習カードを 活用し毎時間泳力目標を 設 

2.9 



足 する。 

③水泳学習で 続けて長く泳ぐことができるように 

取り組む。 

(7)  事後指導 

①道徳の時間で 学習したことを 生かし，水泳学習 

カードを活用し 続けて長く泳ぐことができるよ 

うに取り組む。 

②水泳単元の 学習を振り返っての 感想をきく。 

(8)  検証授業の反省 

・星野さんの 追体験をしたことで 価値の追求 

を 体験的に学んだ。 

  ねら れ とする価値がどの 程度心情的に ，判 

断でき，意欲的実践的にとらえることがで 

きたか。 さらに実践化につながるためには 

次の水泳の授業が ， 大きなインパタ ト にな 

る。 

  自分の水泳のめあ てがあ る。 そのめあ てに 

向かって今日学んだことがらが ，どのよう 

に生かされていくのかということが 実は， 

今日の授業の 評価になる。 

・「星野さんはど う 思ったでしょうかⅡを「 み 

7  水泳単元の授業 

(1) ねらい 

① 自己の能力に 適した課題を 持ち，クロール 及 

び 平泳ぎの技能を 身にっ け ．続けて長く 泳ぐこ 

とができるようにする。 

② 互いに協力して 水泳をしたり ，水泳プールの き 

まりや水泳の 心得を守って 安全に水泳をしたり 

することができるようにする。 

③ 自己の能力に 適した課題を 決め，解決の 仕方 

を 工夫することができる。 

(2) 児童の実態 

アンケートより 

水泳は好きてすか 
つ 

■とても好き   碑 まあ まあ 好き 
日 ふつっ 
回 すこし嫌い 
口 嫌い   

  

なさんたったらこのあ とどう付け加えるで 多くの子ども 達は，水泳が 好きであ る。 

しょうか。 」というふうに 子どもが主体的に (3) 指導過程 ( 略 ) 

考えるような 発問にしてはど う だったか。 (4) 道徳教育上の 配慮事項 

  本を紹介するときに 開いてサーッ と みせた ① 児童の能力に 応じた目標を 与え，根気強く 

たけであ る。 星野さんが描いた 大きい絵を 練習させ，成功の 喜びを味わわせる。 

張って見せたらもっとインパクトかつ よか ② 運動するときのきまりやルールを 守らせる。 

っ たと 思、 う 。 

8  本実践の結果と 考察 

① 

6 月 2 日水泳 5 時間終了後，道徳の 時間の学習双， 4 年の 
水泳学習における 児童の意識・の 変化 

時 よりうまくなっていると 思う児童は， 7 人。 全然変ねら 

Ⅰ 口       ないと思 う 児童は， 2 4 人。 4 年の時より泳げなくなった 

ロチ 音朔と 思う児童は 1 人であ った。 しかし， 6 月 15 日記録 会終 

  
Ⅰ後の学習後では ，以前よりうまくなっていると 思 う 児童 

  
  変   は ， 3 1 人全員であ った。 

て ま わ り 年 
い く ら 悪 め 
る な な い時 

  い よ 

、 Ⅰ 

  ・ サ 0 一 10) - 一 
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②
 水泳学習における 児童の泳力 め 変化 

 
 

' 。 ・ 、   ; Ⅰ 琵 
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学習双 学習後 

  
25m 以上 
25m 未満   

③ - 泳力伸長状況 

臼玉 ぬ " 一 """     
  口沫 力 が伸びな 

一 かった児童 - -   

  

④ 自己設定目標の 達成状況 

一
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達
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未
 
．
一
 

-
-
-
 

日
月
 

「
目
コ
 

・教師評価基準 25m を達成した児童は・ 学習双は 8 

人であ ったが，学習後は 2 0 人に増えた。 

カ
 

な
 

ぴ
 

山
中
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、
水
 

、
 
Y
 

人
 
。
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た
 

つ
 

は
あ
 

童
で
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人
 

た
ェ
 

ぴ
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泳
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  自己設定目標を 達成した児童は ， 18 人であ っ 

たし 0 

②クロスさせる 

③と①を併せて 見る。 

  泳力を伸ばした 児童が 3 0 人，変わらない 児童が工人であ る。 そして，児童全員が ，うまくなって い 

ると用、 っている。 児童に，「練習したらもっとうまくなると 居 、 いますか。 」と聞くと，全員がそう 用 、 

うと言う答えであ った。 全員がやればできるという 自信を持つことができたと 考えられる。 

②と③と④を 併せて見る。 

0 3 人の児童が泳力を 伸ばし，設定日標を 達成した児童が 1 8 人になっている。 2 5m を泳げない W 。 

童の多くが 2 5 m を設定目標として 掲げている。 学 習前に泳 力 1 桁の距離を泳ぐ 児童でもそうであ 

る 。 そのため自身の 沐 力 を伸ばしたが ，より大きい 目標を設定したことで 設定日標を達成することが 

できない児童が 6 人という結果になった。 
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子どもの感想から 
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( 私の振り返りカード ) 

通り抜け禁止，星野さんの 通り抜け「字が 書きたい」の 道徳の授業は ，水泳学習にどのように 
役立ちましたか。 

  通り抜け禁止の 勉強では，きまりやルールを 守って行動することを 学 び ました。 それからぼ く 

は ，プールで安全に 気をつけて水泳のじりぎょうをしています。 ぼくは，少しあ ぶない遊 び も 

していたけれどもうしていません。 星野さんの「字が 書きたい」では ，なんでもがんばれば ， 

練習をつみかさねればなんでもできるということを 学びました。 

  通り抜け架上はあ まりプールの 中に入ってふざけたり ，先生のいうことをよく 聞いてきまりを 

ま もつていこうと 思いました。 

  2 5m はあ きらめようと は、 っ たけど星野さんのビデオを 見てあ きらめないでおこうと 思いまし 

た   

3 つ 一 12  一 
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  ねたしは，星野さんみたいに 水泳をあ きらめないで ， 2 5 Ⅲを練習して 2 5 をこしたので 星野 

さんの「字が 書きたい」の 道徳の授業をしてとってもよかったと 思いました。 これからもがん 

ばっていきた いと 思います。 

  がしばればどんなこともできるとねかりました。 それと， じ ぶんの安全は ，じ ぶんでまもるとい 

ぅ こともわかりました。 オレもすいえ い でがんばって ， 3 0m お よいだのでそのときは う れしか 

っ たです。 @ ど @ よ すればなんでもできるということを 道徳の星野さんのじゆきょうでならいました。 それ 

をもとにして は くは水泳のがくしゆうでどりょくして ， 3 3m を およ げるようになりました。 

・安全に気をつげ てち やんとじ ゅ ぎょうにとりくんだ。 あ きらめずにがんばった。 

努力曲線と発達曲線の 話は，水泳学習にどのように 役に立ちましたか。 

  僕は，この話を 最初はあ まり信じていなかったけど 後で心のなかで「やっぱりたいせつなん 

だ。 」と思うようになってきて ，その話を信じていっしょうけんめい 泳ぎました。 すると   

3 8m 泳げました。 ぼくは，この 話をほかの勉強にもやく 立てたいと思います。 

・ずっとしんじていなかったけど 今日およいでわかりました。 まえまでは 1 5ILM もおよげなかっ 

たけど仝 日 およいで 1 5m およげて，また 3 5m もおよげました。 ぼくはどりょくすればお よ 

げると 居 、 いました。 

  l 5m 何回かがんばって 泳いでいたらきゅうに 2 5m ができた。 

・ 2 5m 泳げなくても 努力をするといっきにできるようになった。 

線
 

 
 や

 

Ⅰ Ⅰ l 

・道徳の時間で 学習したことが 水泳学習に役立ち ，安全について 考え，きまりを 守って取り組んでいこ 

うという気持ちになっていることがねかる。 また，自己の 泳力 0 目標を立て ， あ き らめないで努力し 

ていこうという 気持ちを持ち 続けて取り組んだことで ，泳力が向上し ，目標達成した 児童も多くでた。 

そして，新たな 目標を立てて 頑張っていこうという 気持ちになっていることがわかる。 また、 目標達 

成 できなかった 児 藁においても ，これからも 頑張っていこうという 気持ちが継続していることがわか 

る 。 

Ⅵ 研究成果と今後の 課題 

研究の成果 で ，水泳単元の 字習を体験の 場ととらえ，道徳 

道徳学習において 水泳単元の字 習 との関連を図 の時間で道徳の 時間で道徳的実践 力 を育成し ， 

る 総合単元的な 道徳学習の．展開を 工夫すること 水泳学習道徳的実践が 行われたことで ，道徳的 

一 13  一 33 
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実践と道徳的実践の 指導が相互に 響きあ い 道徳 められ内面化し ，その後の水泳学習において 各 

  注 が 局 められた。 自の自己課題に 主体的に追求していこうという 

( 仮説 1 について ) 姿勢がみられ ，泳力が向上した。 

道徳の時間の 事前指導で，学級活動で 水泳の心 2  今後の課題 

得 ，きまりを守って 安全に水泳学習をするため (1) 他 教科や他領域，体験的活動との 関連を図っ 

の話し合いをしたり ，各自の泳力達成口 標 を立 た 総合単元的な 道徳学習の展開。 

てさせた。 また，水泳学習カードを 活用し安全 (2) 道徳の時間の 指導の工夫。 

に 気をつけで学習に 取り組めたかどうか 毎時間 

反省をさせたり ，毎時間泳力目標を 設定させた。 3  おわり ( こ 

事後指導において ，道徳の時間で 学習したこと この 6 ケ 月間有意義な 時間を経験させて 頂き ， 

を 水泳学習に生かすよう 声 かけをしたり ，水泳 大変有り難うございました。 読書をしたり ， バ 

単元の学習を 振り返っての 感想を書かせた。 ソコンを活用したりしたことを 今後の教育実践 

そ う することで，ねら い とする価値の 意識の連 に 役立てたいと 思います。 

紡 が図られた。 最後に，研究を 進めるに当たり ，暖かく指導 

( 仮説 2 について ) して下さった 新城所長，池田係長， 与 古田主事， 

水泳学習に水泳学習カードを 活用し安全に 気を 他 職員の皆様に 心から感謝申し 上げます。 

つけて学習に 取り組めたかどうか 反省をし， 泳 そして，半年間にも 及ぶ研究のチャンスを 与 

力 においては，毎時間目標設定することにより え 支援してくださいました 前 校長先生の豊出校 

主体的に活動し 目標を達成しようとする 意欲が 長 先生，比嘉校長先生をはじめとする 神森 小字 

高められた。 校 の諸先生方市教育委員会の 先生方及び関係者 

( 仮説 3 について ) の 皆様，並びに 同期研究員の 諸先生方に厚く 御 

学級活動の時間，水泳，道徳の 時間，水泳， 学 礼 申し上げます。 

級 活動の時間という 単元構成で展開したことで ， 

水泳の体験をして 道徳の時間で 道徳的価値が 深 
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水泳学習 終 えての感想 、 または 今 Ⅱの学習 で発 見したこと 
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